
種々の日本語教育にお ける問題 と指導方法
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L専 門教育としての日本語教育

将来それぞれの分野で日本人 と同等に近い言語能力 を要求 される外国人

を対象とする日本語教育を一括して,か りに 「専門としての日本語教育」

と呼ぶことにす る。その中に含まれるのは次のようなものである。

1〉 国内 ・国外の大学の日本語専攻者を対象 とする日本語教育

2)外 国の外国語専門学校の日本語科でおこなう日本語教育

3〉 留学生のための日本語教育

4〉 日本語学校 ・日本語研究セ ンター ・日本語研修所などの日本語集中

教育

これ らの教育機関の学習者は,学 生 ・研究者 ・留学生 ・公務員 ・宣教師

などで,将 来の活動分野一 研究 ・翻訳 ・外交 ・実業 ・報道 ・伝道 ・教育

などに,日 本入並みの 目本語能力 ・目本事情の知識 を必要とする人たちで

ある。このような日本語教育には,共 通 してつぎのような特徴がある。

(1)学 習者が強い学習動機を持っている。

(2)そ れぞれの機関内では,学 習者の知的背景がほぽ同じ水準にあ窮

しかも高いD

(3〉 学習に専念できる恵まれた環境にある。

(4).週 授 業時間数が多 く,学 習期間 も長 い。

(5)ク ラスの入数 が少ない。

(6)教 師 は 日本語 教育 の専 門家 で,教 育 ・研究 に意欲的 であ る。

(7〉 教育 施設 も比較的整 っている。
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このよ うな条件 の もとにおこなわれ る 日本語教育 は,世 界中 の 日本 語教

育全体か ら見 ると,ご く限 られ たもので,理 想的 と言 っていりよ うな もの

であ る。 もっ ともン専門教育に も問題 が ない わけ ではないが,そ れは他 の

機会 に取 り上げ るこ とに して,今 回は,非 専門教育の場合の問題 のみにつ

いて考 え るこ とにす る。

H・ 非専門教育 と しての日本語教育

專門教育 に入 らない 日本語教育 をす べて 「非専 門教育 」 とす る。それ ら

は次の よ うに分 類す るこ とがで きる。以下,そ れぞれ について,問 題 を取

勢出 してみ よ う。

1・ 学校教育 の外 国語 の科 目としての 目本語教育

大学 でお こなわれ る 日本語教育 で も,専 攻 としてではな く,外 国語 の科

目として教 え られ るものがある。高校 の場合 も同様 である。高校 で 目本語

を正課 に組 み入 れてい る国は,韓 国 ・イ ン ドネシア ・オース トラ リア ・ニ

ュージー ラン ド ・ア メ リカの一部,フ ラ ンス(2校 のみ)な どである。 国 に

よって学制 が異 な るか ら,正 しくは中等教育 とい うべ きであろ う。国 内で

も,在 留外 国人 の子女 の教育 を受持つイ ン タ ーナ ショナル ・ス クール(名

称はいろいろあ るが)な どでは,初 等 ・中等教育 を通 じ て 目本語 を教 えて

いる。

中等教育 で 日本語 を正課 とした諸国 は 目本 とのあいだに密接 な経済関係

を持ってお り,こ れか らもその関係 はます ます深 め られ てゆ くこ とが予想

される。 そのよ うな国際 関係 を反映 して,そ れ らの国 で 日本語教育へ の要

望び高 まってきたこ とは確 かで ある。非専門 として 目本語 を学ぶ大学生 ・

高佼生 の動機 は,「 日本 に対 す る関心 か ら」「将来 日本 との国際関係の仕 事

に就 きたい」r目 本系企業 に就 職 したい」r目 本人 と交流 したい」rた だな

ん とな く興味 を持 った」 など,さ まざまで ある。大多数 の者が 日本 語能力

を得 て実社会 で役立 てよ うとい うわけであ る。それ に対 して週授業時数は
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あまり多 くはない。週2時 問 とい うものから多 くて6時 間,平 均 して4時

問 ぐらいである。しかも,ク ラスの人数は多い。これで学習者の期待する

実力をつ.けるには,ど のような指導方法 を取 るべきか。

そもそも,中 等教育でも大学教育でも,一 般教育 と しての外国語教育

は,そ の言語の学習 を通 じてその国 ・その言語圏の文化を理解することで

あるとされている。実用的な能力 を与 えるのに十分な授業時数が配当され

ていないのは,他 の外国語 も同様であるが,日 本語の場合は文字の問題 も

抱えているので,他 の外国語並みの実用能力をつけるのは容易ではない。

現在の制度の中で,で きるだけ学習効果 を高める工夫をしなけれぱならな

い。それについては 皿.で 述べる。

外国の学校での目本語教育は,日 本語 を常用する社会から遠 く離れてい

るという不利な環境においておこなわれる。それに反 して,国 内のイ ンタ

ーナシ ョナル ・スクールの場合は,日 本語を常用する社会の中にあるとい

う環境に置かれているけれ ども,そ のために別 の問題 を抱えている。それ

は,こ の種の学校の性質上,学 年 と日本語能力が一致 しないという問題が

起る.す なわち,幼 時から目本で育 って,年 齢相応の目本語能力を目本人

並みに持 っている低学年生 もいれば,高 学年でも最近来 目したばかりで日

本語能力皆無という者 もいる。目目本語の時間のみ能力別に編成すると,ク

ラスの中に大きな年齢差ができる。そこでそれ をさらに分割 しなければな

らないが,そ れでも高学年組 と低学年緯の二つくらいにしか分けられない

とのことである。学習の動機づけにも苦心を要する。幼少年期に外国で過

ごす者が両国言語を併せ習得 しなが ら成長することは,本 人の将来ばかり

でなく,国 際関係 ・文化交流り上でも望 ましいことである。 その意味で,

この種の学校の日本語教育に力を入れなければならないと思 う。

2,帰 国子女教育 としての日本語教育

新聞などでもしばしば話題 になっており,こ れか らますます増大す るこ

とが予想 される帰国子女教育の問題のうち,最 も大きな比重を占めるのが
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日本語教育である。もともと日本人 として・普通の目本語能力を持ってい

た者が,外 国の学校で何年かの教育を受けて帰国したために,同 年配の者

に比べて 日本語能力が著 しく劣るという者を対象 とする。最近は,帰 国子

女 のための専用施設が国立 ・私立の大学の附属機開 として設けられ,こ の

問題 と取 り組む姿勢が見 られるようになってきた。

帰国子女は成長過程にある中学生 ・高校生のことだか ら,扱 いは慎重に

しなければならない。むやみ と能力を低 く見て,過 保護の状態になっては

いげないし,普 通のクラスで劣等感を抱かせてもいけない。この年頃は反

抗心や,欲 求不満を起 しやす く,む ずかしい ところで,ま ず最初に,注 意

深 く作 られた日本語能力のテス トをして,本 人の能力 を分析 し適切な指導

計画を立てることが肝要であろ う。もとは日本語を使 っていた目本人であ

っても,言 語能力形成期 を外国人の学校で過ごした者には,国 語教育の方

法は通用しないし,英 語教師に任せてもよくない.外 国人に対する目本語

教育の方法を応用 しなければならない、しかし,外 国入に対する目本語教

育 と違 うところは,目 的が,な るべ く早 く特殊教育ばなれをさせ,普 通学

級に入れるということである。 しかし,外 国滞在期間,滞 在国の言語 ・文

化伊)違い,向 うで受けた教育,帰 国時の年齢など種々の要素が絡む複雑な

経歴 を一人一人の帰国子女が背負っているわけで,問 題のむずかしさが想

像される。

深刻なのは,中 国大陸からの帰国者のように,・外国で生まれ,外 国人に

育てられて,日 本語を習得する機会のないまま成入 した者や,幼 時に大陸

へ渡窮 中国人の中で成長 して日本語 をすっかり忘れてしまった者の揚合

である。生活のためにまず働かなければならないので,夜 間中学校などで

勉強しているが,こ の揚合は純然たる日本語教育の仕事である。そのよう

な人たちのための 「専門教育」として日本語教育施設が ほ しい もの であ

る。

3・ 目系子女に対する目本語教育

日系の子女が・その国の義務教育を受けながら,別 に目本語学校などに
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通 って 目本語 を習 う,そ れ に対す る 日本語教 育で ある。ハ ワイ をは じめ北

米,中 南米 の各 国にこの種 の教育が多 く見 られ る。週時間数は2時 問 か ら

12.5時 間 まで,授 業 内容 もさまざまであ る ら しい。 問題は学習動機 であ

る。子 ども自身 の 自覚 よ りも,親 の意志 によって通学 させ られ るのが ほ と

ん どらしいが,子 どもに どの ような動機 づ けを与 えているかによって学習

効果 も教育 の意味 もちが って くるだろ う。 この種 の教育 をおこな う学校 の

数 は あま りに多 く,地 域 もあ まりに広 い。 いま筆者 の持 っている資料 だけ

では,こ の問題 を取 り上げ て論 じるこ とが できない。

4.成 入教育 としての 日本語教育

学校教育 を終 えて社会人 となった成人 を対象 とす る日本語 教育 をすべ て

この中に入れ る。 日本語教室,日 本語塾,目 本 語会話学院な ど名称は さま

ざまである、外国 に も,日 本公館 の運営 す る日本 語講座 を含 めて,各 国 に

この種 の学校 がある。大学や専門学校 で この種 の施設 を持 ってい るところ

も多 い。学習者 の年齢 ・職業 ・経歴 ・学歴 ・母国語が さまざまな ら,学 習

動機 ・到達 目標 も一定 ではな い.た だ共 通 してい るのは,き まった曜 日,

き まった時間にな ると,ど こからか集 って くる とい うこ とだけ である。

一般成 人で 日本 語 を学 ぼ うとい う者 の 目的 は,多 くの揚合,実 用的 な能

力 を得て,職 業上 ・生活上 の役に立 てよ うとい うこと で あ る。 職業 にょ

ウ,主 婦 か学生 かな どに よって目指す実用的能力 の内容が異 なるが・社会

人 のこ とだか ら,毎 週通学 に割 く時間 ・回数 に制 限があ り,学 習期問 もあ

ま り長期 にわ たるこ とはない。また,学 校 の規模 か らいって も,無 制 限に

クラス を増やす こ とはで きないので,た いてい1年 ない し2年 で修 了 とい

う制度 を取 っている.週 時間数は4～6時 間,毎 週2回 ない し3回 とい う

のが多 い、学習者 によ っては,仕 事が忙 し くて,自 習 の時 問 が 取 れ ない

ぱか りか,欠 席す る こともあって,ク ラスの中で能力差 が出て くる。 それ

に クラスの人数 も多 く,30人 か ら60人,な かには100人 に近 い場合す ら

外 国にはある。反対 に国内 の揚合 は,む しろ少人 数制 を取 っている ところ
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が多い・いわゆ る目本語熱 の盛 んな国 ほどクラスの人数 ボ多 くな るとい う

傾向が ある。収容力が追 いつか ない とい うことであ ろ うが.そ うしなけれ

ば経営が成 り立 たない とい うこともあ る。外 国で 目本 語学 習熱が高 まって

いる陰 には,こ のよ うな事実が あるのだが,こ れ/ではよい教育 はできない

ので,学 習者 の期待 に背 くこ とになるのではない だろ うか。 このよ うな揚

合の指導方法 の工夫 についてはIHで 述 べ る。

5・ 技術研修生 のための 目本 語教 育

アジア ・中東 ・アフ リカ(一 部)・ 中米 ・南米 か ら技術研修 のため 目本 へ

来る技術研修生は年間1930名 に達 する(1975年 如 月,文 化庁 『外国人 の

ための 日本 語教 育 の概要』〉。 この人牽 ちに対す る目本 語教育は,研 修 の種

類 によって,3週 問 か ら12週 問 までいろいろである。毎週 の時数 は6時 聞

か ら21時 間,総 時 間数 に して60～100時 問 であ る。 特殊 な揚合 は100時

問 を越 えるこ ともある。 目標は・研修生 と して必要な 日常会話 の習得 であ

って,必 ず しも研修 に必要 な 日本 語能力 とい うわけではな い。研修 は主 と

して英語 を使 っておこなわれ るこ とになっている。 ただ し,最 近 は英語圏

以外の国か らの研修生 も増加 してきて,研 修 に必要 な 日本語 も教 えて欲 し

い とい う.要望 もあ る。総 時問数 が少 ないか ら・文宇 を教 えないで,ロ ーマ

字 によるテ キス トが使 われ る.100時 間 を越 え る場合 は文字 の読み書 きが

教 え られ る。 ここでは なん とい って も,学 習期 間の短 い 二 とに よって制限

を受け る。

皿.指 導 方 法

!.授 業時問数に関連 して

蚕業時間数の少ない場合は,授 業 と授業のあいだの間隔が長いので・そ

のあいだ自習 によって学習 の継続 を図 らなければならない。ところが・学

校の生徒なら他 の学科 の勉強 もしなければならないし,成 人な ら仕事や雑

贈 こ時問を取 られて,十 分に自習ができないこともあろう。そこで効率的
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に自習をおこなわせるため,自 習についての指導が必要 となってくる。

自習には,毎 日きまっておこな うべきものと,宿 題 を与 えられておこな

うものとがある。毎 日の自習 としては,テ キ ス トを読 むのが普通である

が,こ のときテープを聞きながら読 ませ るのがよい。学校にLL装 置があ

るなら,そ れを自習にも使 うことを奨励 したい。テキス トを読むのみの自

習は,耳 で聞く練習を欠 くので,せ っか く教室で習った正 しい発音が崩れ

目てしまう恐れがある。毎週1回 とか2回 とかの授業の場合は,授 業のない

目にも自習によって練習を継続させ なければならない。宿題 を与えるとき

も,毎 目の自習時間に大きく食い込むことのないよう,分 量 を考えなけれ

ばな らない。

授業の始 めには,前 回の授業の復習を重点的におこなって,自 習の成果

を確認してか ら次へ進むことを忘れてはならない。宿題の点検講評もなる

べ く早い機会におこなわなければならない。わずかの時問を復習に割 くこ

とを惜しむ と,落 ちこぽれが出て,に 概根を残すことになる。

毎週の時問数が少なくて,学 習期問の比較的長い教育では,進 み方の上

昇のカーヴが緩やかで,学 習者が 自分の進歩を自覚できず,学 習に飽きて

くる。これ も脱落者を出す原因になる。そこで,つ ぎのような対策が必要

である。

(1)学 習意欲を持続させるため,学 習者の興味を引 くよ うに教室作業

を工夫する。 教科書の内容 と関連のある視覚教材や,と きには学

習者の意表をつ く小道具などを使用す ることも有効である。

(2〉 実際的な応用練習によって,実 用的能力の可能性を自覚させる,

(3〉3～4週 間に1回 くらいの割でテス トをおこなって,教 師自身が学

習の効果を確認する。

2.ク ラス の入数 に関連 して

A、 多人数 の揚合

非専門教育の場合,こ とに初級 では,ク ラスの人数 が多い。多 人数 の ク
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ラスでは次の ような問題 が生 じて,教 育効果 を減殺す る。

1)一 人 ずつ行 わせ る練習が十分 にできない。

2)発 音 の矯正が行届 かない.

3)ク ラスの全員 を掌握 しに くい。

4)学 習者 の注意力が散漫 にな りやす い。

このよ うな弊害 を避 けるためには少人数 のクラス編 成 にす ることが望 ま

しγ・が,非 専門教育 ことに外国 の場合は事情が許 さない。そ こで,次 の よ

うな方法 で,弊 害 をできるだ け小 さ くす る。

σ)LL装 置 を使 って,個 々に発音指導 を おこな うよ 興 こす る。 ただ

し,LL装 置 を使 って も,多 人数 の揚合 には限界 があ る。目指導 の効果 は教

師 の熱練 によるところが大 きい。

(2)で き るだけ多 くの者 に練習 を与 える よ うに努 める.1枚 に一人 の

学 習者 の名前 を書 いたB6判 くらいのカー ドを用 意 して重ね で持 ち,一 人

ず つ上 か ら順 に指名 してい く。 カー ドが一順 した らよくまぜ て,順 序 を変

える。 このカー ドを使 うと,指 名 が一部 に偏 るのを防 ぎ,ク ラス の全員 に

行渡 らせ ることが できる。 その上,練 習 中に気づ いたこ とを即座 にカー.ド

に記入す るこ ともできるので,個 人指導 の資料 に.なる。

(3〉 適 当な ときにテス トをお こな って,ク ラ ス 全員 の能力 を的確 に把

握する。 テス トの答案は,誤 りを正 し,講 評 を書 き込 んで,な るべ く早い

機 会に返 す。 これ によって多人数 の一人一人 と個人的 な交流 を持 つ こ とに

な る。

〔4〉 授業 を興 味ある ものにす るため の努力 を怠 らな い ことは言 うまで

もないが,そ のほか,授 業中,常 に他 の学 習者 の話す ことに注意 を向け る

ように仕向 ける。それ には,一 入 ずつ関連のない内容について言 わせ るの

ではな く,前 に指名 した者 の話 と関連 して話す ような指 示を与 える。 これ

を次々に続け ることが有効 であ る。また,練 習 の指示 や問答 のための質問

をするときに,先 に指名 をしないで,指 示 ・質問のあ とで指名 をす る とい

うような細かい配慮 もしなければな らない。
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(5)前 記(2〉 で述べ たカー ドには,ク ラス の一人一人の傾 向,能 力な ど

について気 がついたことを,テ ス トの結果 とともに記入 してお き,こ の カ

ー ドを繰返 し読んで,頭 に入れてお く。

(6)と き どき質問の時間 を与えて,疑 問 を持 ち続 けないよ うにさせ る。

人数 の多い大 きなクラスで,効 果 のある指導 をおこな うため には,教 師

は、ヒに述 べたよ うに,細 かい注意 と手 まめな指導 を しなけれぱな らない。

B.1対iの 場合

以 上は多人数 の場合 であるが,逆 に学習者一人 とい う個人教授の よ うな

場合 に も,次 の ような問題 がある。

(1)3人 以 上の人 でつ くる揚面 の練習 がで きない、例 えば,三 人称 を含

む表現や伝聞の言い方な どの実 際的な練習 をす るときに困 る。

(2)学 習 者 自身が 自分 の能 力 を他 の者 と比較 してみ ることができない。

したが って,知 らず知 らず 自己満足 に陥 りやすい。

〈3)教 師が常 に学習者 のぺ一スに合 わせ る結果,テ キス トのぺ一ジ は

進 んで も,そ の割 には実力 がつかない とい うことがある。

(4)学 習 者同士 の競 り合 いが進歩 を促す とい うことがない。

1対1の 授業 は最 も効率 が いい ように考 え られ るが,以 上の ような欠点

もあ る。、L記の うち,(3〉 は教師 σ)側に責任 のあるこ とで,教 師の指導方

法 に よっては避 け られ るが,そ の他 は個人教授 に必ず起 こる問題で ある。

やむ を得 ずi対1の 授業 になる揚 合 には,上 記 のこ とを念頭におい て指導

す る と同時 に,で きるだけ視覚教 材や テープ教材 を使 って,仮 想的な第三

者 を登場 させた り,で きた ら,と きどき 日本人 のゲス トを招いて場面に加

わ っても らうとよい。

3.ロ ーマ字 によるテキス トの使用 につ いて

非専門教育の場合 は,入 門期 にロー マ字 によるテキス トを使用す るこ と

が多 いので,そ れにつてい一言 してお きたい。

総 授業時数 が少 な く,到 達 目標 を主 として 目常会話能力 の習得 に置 い て
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いるところでは,ロ ーマ字 に よるテ キス トが 当然 の よ う に使 われ てい る

が,ロ ーマ字 を使 ってい るか ら発音 の指導は容 易であ ると考え るのは誤 り

で ある。む しろ,ロ ーマ字は発音 を誤 らせ るもとで あると言 って も過言 で

は ない。 目本語 を・一マ字 で表 記す るこ とはあるが,そ れは 目本 文字 を使

わ ない で 目本語 を書 き表わす ときの便宜的 な方法で あって・外 国人に正 し

い発音 を教 えよ うとい う意図か らではない。 日本語 を習 った ことのない外

国 人の話す妙 な発音 ・ア クセ ン ト・イ ン トネー シ ョンの 日本 語は,ロ ー マ

宇 によって覚 えたためで ある。 ・一マ字 を常用す る国の人が ローマ宇書 き

の 日本語 を読 めば,母 国語の発音 をす るのは当然であ る。 ローマ字 は母国

語 の発音 を引 き出 しこそすれ,そ れ によって日本 語の発音 を正 し く表わす

発音記号 の役は,一 般 には,果 た さない ものなのであ る。 この ような認識

を持 って,発 音指導については特 に留意 しなければな らない。 ローマ字 綴

りによって,子 音母音 の音節構 造 を明 らか にす ることができ るとい う論 も

あるが,そ こに使われた子 音文 字 ・母音文字は,単 に音節 の構成 の仕方 を

示 すのみで あって・子音文 字 自体 ・母音文字 自体 が 日本語 の子 音 ・母 音そ

の ものに正 し く対応す るものではない ので ある。

ロー マ字 によって 日本語 教材 を書表わす習慣は,日 本 の活字 が得 られな

い ときか・直接 目本語 の音 声 を聞かせ ることので きない ときに,や む を得

ず取 られ た過去 の時代の名残 り・と解 したい。生 きた教 師が音声 を直接 聞か

せ ることも,テ ー プを使 うこともで き,活 宇がな くて も手 書 きの文 字 をコ

ピーによって教材 にす ることので きる今 日,何 もローマ字 に よる教材 を使

って発音 を誤 らせ ることはない と、思 う。

日本語 のかな文字は原則 として1字 が1音 節 を表わ し1拍 に相 当す るか

ら,か なを習得す ることに よって 目本語 の拍の観 念 を会得 す ることがで き

る。ロー マ字 によってそれ を与 え ることは困難 であ る。 ・一マ宇 に よる教

材 を使用す る ときに も,発 音 はあ くまで も音声 に よって教 え るべきで,発

音 をロー マ字 に頼 る安 易な考えは捨 てなけれぱな らない。

鼓術研修 のよ うな ご く短期 の場合は ロー マ字 を使 う の もや む を得 ない
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が,長 期にわたる学校教育や成入教育では,で きるだけ早い時期にかな文

宇 と漢字を導入 し,・ 一マ宇から離れるのが得策である。最 も早い時期 と

いうのは最初からであるが・それが最もよいのである。.そのためには・わ

れわれは文字の指導についての研究を進めなければならない。それについ

ては本講座その他で,多 くの有益な研究 ぶ発表 されてお り,筆 者 も第10

分冊で 「文字教育」について書いた。それ らを参照されたい。

終 り に

本稿で取 り上げたのは,非 専門教育 としての日本語教育の最大公約数的

な問題である。個々の目本語教育機関の問題には触れず,あ くまでも一般

論 として問題を扱ウた。そうする方がこれか ら日本語教育の道に進 もうと

する人の役に立つ と思ったからである。

なお,国 内 ・国外の目本語教育個々の聞題について詳細を知 りたい方の

ために若干の資料を列挙 しておく。
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